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議案第１号 
 
平成２５年１２月２０日付け２５豊都第１３９０号で付議された名古屋都市計画地区計画

の決定について 
 

平成２６年１月２１日提出 
 
 

豊山町都市計画審議会 
会 長  池 山 武 志 
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２５豊都第１３９０号 
平成２５年１２月２０日 

 
豊山町都市計画審議会 

  会長 池 山 武 志 様 
 

豊山町長 鈴 木 幸 育 
 
 
   名古屋都市計画地区計画の決定について（付議） 
 
 
 このことについて、都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第１９条第１項の規定によ

り、別添のとおり豊山町都市計画審議会に付議いたします。 

 

 

 

担当 経済建設部 都市計画課 地域振興係 

電話 ０５６８‐２８‐２４６３（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 
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名古屋都市計画地区計画の決定（豊山町決定） 

 
都市計画名古屋空港周辺小道地区計画を次のように決定する。  

名     称 名古屋空港周辺小道地区計画 

位     置 
豊山町大字豊場字岡山、岡西、松ノ木島、丸田、幟立、新田町、

小道、押洗の各一部 

面     積 約９．０ha 

地区計画の目標 

本地区は、名古屋高速道路の豊山北入口から南東へ約８００

ｍ、国道４１号幸田交差点から北東へ約９００ｍに位置し、県

営名古屋空港に隣接している交通利便性の非常に高い地区であ

る。 

既存の航空宇宙関連産業の生産工場にも隣接していることか

ら、県営名古屋空港と一体化した航空宇宙産業を核として、産

業用地を集約配置することで、臨空港都市として先端産業振興

の拠点となる良好な工業団地の形成を図ることを目標とする。

区
域
の
整
備
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

土地利用の方針 

航空宇宙関連産業の工業団地として適正かつ合理的な土地利

用を図りながら、周辺住宅地等への環境の保全に配慮したもの

とする。 

地 区 施 設 の 整 備

の方針 

周辺の住環境に配慮した良好な工業団地の形成を図るため、

既存集落のある南側には緑道を配置する。 

建 築 物 等 の 整 備

の方針 

周辺環境を保全しつつ良好な工業団地の形成を図るため、建

築物等の用途の制限、建築物の容積率の最高限度、建築物の建

ぺい率の最高限度、建築物の敷地面積の最低限度、建築物等の

高さの最高限度、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限

を行う。 
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地 区 施 設 の 配 置

及び規模 

公共

空地 

名 称 幅 員 延 長 配 置 

緑道１号 約 4ｍ 約 250ｍ 
計 画 図 表 示 の

とおり 

ただし、車両の乗入れ等計画上やむを得ない部分を除く。

建 

築 

物 

等 

に 

関 
す 

る 

事 

項 

地 区

の 区

分 

地 区

の 面

積 

約７．８ha 

建 築 物 等 の

用途の制限 

 次に掲げる建築物以外の建築物は建築してはならない。 

１ 工場（統計法（平成１９年法律第５３号）第２条第９項に

規定する統計基準である日本標準産業分類大分類Ｅ製造業に

分類される航空機・同附属品製造業に限る。）及びそれに関連

する研究開発施設 

２ 前号の建築物に附属するもの 

建 築 物 の 容

積 率 の 最 高

限度 

１０分の１５ 

建 築 物 の 建

ぺ い 率 の 最

高限度 

１０分の６ 

建 築 物 の 敷

地 面 積 の 最

低限度 

３，０００㎡ 

建 築 物 等 の

高 さ の 最 高

限度 

航空法（昭和２７年法律第２３１号）第４９条に規定する制

限表面（進入表面、転移表面、水平表面）の高さ 

建 築 物 等 の

形 態 又 は 色

彩 そ の 他 の

意匠の制限 

１ 建築物の外壁又はこれに代わる柱の色彩は、原色を避け、

街並み形成に配慮するなど周辺環境と調和したものとする。

２ 屋外広告物は建築物と一体のもの、または歩行者空間と調

和のとれたものなどとし、設置位置、形態、規模、意匠など

について十分配慮がなされ、良好な都市環境の形成に寄与す

るものとする。 

「区域は計画図表示のとおり」  
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理 由 

 
産業拠点として、良好な工業生産環境の形成を図り、周辺住環境との調和のとれた秩序

ある土地利用が図られるよう地区計画を定めるものである。  
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